
FLEXIBLE ADVANCED CODING AND MODULATION 
SCHEME FOR HIGH RATE TELEMETRY APPLICATIONS
「高速テレメトリのための広範適用型高度符号化及び変調方式」

【概要】

本推奨規格は、広範のスペクトル効率およびデータレートをサポート可能な、効率的かつ包括的な符号化・変調方式を定めている。
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【内容】

本規格は、OSI参照モデルのデータリンク層（CCSDSにおける同期・チャネルコーディング副層）と物理層を包括するもので、スペー

スリンクでの「トランスファーフレーム（Transfer Frames）」に関して、以下の機能を提供する：

1. フレーム検証を含む誤り制御符号化（直列連接畳み込み符号（SCCC）に基づく）

2. トランスファーフレームの同期及びランダマイズ

3. 物理層のフレーミング、ビット同期、ランダマイズ

本推奨規格は、次のプロトコルと併せて使用される。

• CCSDS 132.0-B-3： TM Space Data Link Protocol

「TM宇宙データリンクプロトコル」

• CCSDS 732.0-B-4： AOS Space Data Link Protocol 

「AOS（将来型宇宙機システム）宇宙データリンクプロトコル」

• CCSDS 732.1-B-2： Unified Space Data Link Protocol 

「統合的宇宙データリンクプロトコル(USLP)」

本推奨規格の送信側での内部構造（機能ブロック概念図）を図1に示す。

各国宇宙機関およびJAXAの動向

JAXA（日本）ではHODOYOSHI-4で採用しており、今後の超
小型衛星での採用が検討されている。ESA（欧州宇宙機関）で
は本規格の採用を計画している。

CC: Convolutional Coding
ACM： Adaptive Coding and Modulation 
SCCC： Serial Concatenated Convolutional Code
PL： Physical Layer
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図1: 送信側の機能概念


